
平成２６年度第３回県政参画電子アンケート 

『子育て・男女共同参画等に係るアンケート』調査結果 

 

１ 調査概要 

 ・テーマ：子育て・男女共同参画等に係るアンケート 

 ・期間：平成 26 年 6月 11 日(水) ～ 6 月 23 日(月) ９:00 まで 

 ・対象：県政参画電子アンケート会員 

 ・回答：４０５名／４７６名（８５．１％） （※回答者数は重複回答者除く） 

２ アンケートの調査目的 

平成２５年３月、２０４０年（平成５２年）には全都道府県が人口減少と高齢化に直面し、鳥取県は総 

人口が現在の約５７万人から約４４万人に減少するとの試算が発表されました。 

  現在鳥取県では、人口減少を食い止めるため、県内への移住・定住の応援や安心して子育てができる環 

境整備、年齢や性別にかかわりなく能力を発揮できる環境づくりなど、様々な取組を進めているところで 

す。今後の「子育て・男女共同参画」等に係る施策・立案の参考といたしますので、子育てや家庭生活、 

仕事に対する考え方についてあなたのお考えをお聞かせください。 

 

（問１） あなたの性別をお答えください。  

１ 男性   168 人 41.5% 
 

２ 女性   235 人 58% 
  

 

（問２）あなたの年齢をお答えください。  

１ ２０～２４歳   22 人 5.4% 
 

２ ２５～２９歳   29 人 7.2% 
 

３ ３０～３４歳   57 人 14.1% 
 

４ ３５～３９歳   60 人 14.8% 
 

５ ４０～４４歳   70 人 17.3% 
 

６ ４５～４９歳   51 人 12.6% 
 

７ ５０歳以上   114 人 28.1% 
  

 

（問３）あなたの就労状況をお答えください。  

１ 有職・常勤（会社従業員、自

営業等） 
  170 人 42% 

 

２ 有職・非常勤（パート、アルバ

イト等） 
  98 人 24.2% 

 

３ 無職   107 人 26.4% 
 

４ 学生   14 人 3.5% 
 

５ その他   14 人 3.5% 
  

 



（問４）あなたは結婚（婚姻届を出していない事実婚を含む）をされていますか。  

１ 未婚   72 人 17.8% 
 

２ 結婚している   304 人 75.1% 
 

３ 結婚していたが離別・死別し

た 
  27 人 6.7% 

 

 

 

（問５）あなたの世帯をお答えください。  

１ 単身世帯   173 人 42.7% 
 

２ 二世代世帯   174 人 43% 
 

３ 三世代世帯   54 人 13.3% 
 

４ 四世代以上   2 人 0.5% 
  

 

（問６）お子さんは何人いらっしゃいますか（別居しているお子さんも含みます）。  

１ １人   80 人 19.8% 
 

２ ２人   143 人 35.3% 
 

３ ３人   67 人 16.5% 
 

４ ４人   4 人 1% 
 

５ ５人以上   1 人 0.2% 
 

６ いない   110 人 27.2% 
  

 

 

（問７－１）第１子出生時における父親の年齢を教えて下さい  

１ ２０歳未満   13 人 3.2% 
 

２ ２０～２４歳   26 人 6.4% 
 

３ ２５～２９歳    113 人 27.9% 
 

４ ３０～３４歳   89 人 22% 
 

５ ３５～３９歳   43 人 10.6% 
 

６ ４０～４４歳   8 人 2% 
 

７ ４５～４９歳   1 人 0.2% 
 

８ ５０歳以上  0 人 0%  
 

 

 

 

 

 



（問７－２）第１子出生時における母親の年齢を教えて下さい  

１ ２０歳未満   2 人 0.5% 
 

２ ２０～２４歳   58 人 14.3% 
 

３ ２５～２９歳    132 人 32.6% 
 

４ ３０～３４歳   79 人 19.5% 
 

５ ３５～３９歳   19 人 4.7% 
 

６ ４０～４４歳   3 人 0.7% 
 

７ ４５～４９歳  0 人 0%  

８ ５０歳以上  0 人 0%  
 

 

（問８）あなたは、子育てについてお子さんの祖父母の支援を受けていますか。 

次のうち最も当てはまるものを選んでください  

１ 子どもの父方の祖父母から

支援を受けている 
  44 人 10.9% 

 

２ 子どもの母方の祖父母から

支援を受けている 
  46 人 11.4% 

 

３ 父方、母方両方の祖父母か

ら支援を受けている 
  59 人 14.6% 

 

４ 支援は受けていない   146 人 36% 
  

 

（問９－１）あなたの「希望」に最も近いものを１つ選んでください。  

１ 「仕事」を優先したい   16 人 4% 
 

２ 「家庭生活」を優先したい   100 人 24.7% 
 

３ 「地域・個人の生活」を優先し

たい 
  15 人 3.7% 

 

４ 「仕事」と「家庭生活」をともに

優先したい 
  107 人 26.4% 

 

５ 「仕事」と「地域・個人の生活」

をともに優先したい 
  8 人 2% 

 

６ 「家庭生活」と「地域・個人の

生活」をともに優先したい 
  42 人 10.4% 

 

７ 「仕事」と「家庭生活」と「地

域・個人の生活」のバランスをと

りたい 

  110 人 27.2% 
 

８ わからない   6 人 1.5% 
  

 

 

 



（問９－２）あなたの「現状」に最も近いものを１つ選んでください。  

１ 「仕事」を優先している   86 人 21.2% 
 

２ 「家庭生活」を優先している   116 人 28.6% 
 

３ 「地域・個人の生活」を優先してい

る 
  22 人 5.4% 

 

４ 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

している 
  86 人 21.2% 

 

５ 「仕事」と「地域・個人の生活」をと

もに優先している 
  11 人 2.7% 

 

６ 「家庭生活」と「地域・個人の生活」

をともに優先している 
  34 人 8.4% 

 

７ 「仕事」と「家庭生活」と「地域・個

人の生活」のバランスがとれている 
  37 人 9.1% 

 

８ わからない   12 人 3% 
  

 

（問１０）今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護等に積極的に参加していくためには、どのようなこと

が必要だと思いますか。次の中から３つまで選んでください。  

１ 男性が家事などに参加することに

対する男性自身の抵抗感をなくす 
  166 人 41% 

 

２ 男性が家事などに参加することに

対する女性の抵抗感をなくす 
  35 人 8.6% 

 

３ 夫婦や家族間での会話など、コミ

ュニケーションをよくはかる 
  172 人 42.5% 

 

４ 年配者や周りの人が、夫婦の役

割分担等について当事者の考え方を

尊重する 

  98 人 24.2% 
 

５ 社会の中で、男性による家事など

についても、その評価を高める 
  121 人 29.9% 

 

６ 労働時間の短縮や休暇を取得す

ることで、仕事以外の時間をより多く

持てるようにする 

  194 人 47.9% 
 

７ 男性が家事などに関心を高めるよ

う啓発や情報提供を行う 
  41 人 10.1% 

 

８ 研修等により、男性の家事や子育

て、介護等の技能を高める 
  54 人 13.3% 

 

９ 子育てや介護、地域活動を行うた

めの、男性の仲間（ネットワーク）づく

りを進める 

  62 人 15.3% 
 

１０ 仕事との両立などの問題につい

て、男性が相談しやすい窓口を設け

る 

  42 人 10.4% 
 



１１ 特に必要なことはない   7 人 1.7% 
 

１２ わからない   8 人 2% 
 

１３ その他   20 人 4.9% 
  

 

（問１１）あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか  

１ １人   9 人 2.2% 
 

２ ２人   163 人 40.2% 
 

３ ３人   204 人 50.4% 
 

４ ４人   17 人 4.2% 
 

５ ５人以上   2 人 0.5% 
 

６ ０人   8 人 2% 
  

 

（問１２）今後の出産予定も含め、将来的に持つ予定の子どもの数は、 

現在いるお子さんを含めて、何人ですか  

１ １人   57 人 14.1% 
 

２ ２人   175 人 43.2% 
 

３ ３人   95 人 23.5% 
 

４ ４人   8 人 2% 
 

５ ５人以上  0 人 0%  

６ ０人   68 人 16.8% 
  

 

（問１３）あなたが将来的に持つ予定の子どもの数が、理想的な子どもの数より少ないのはなぜですか。 

当てはまるものを３つまで選んでください。  

１ 子育てや教育にお金がかかりす

ぎるから 
  105 人 25.9% 

 

２ 家が狭いから   15 人 3.7% 
 

３ 自分の仕事に差し支えがあるか

ら 
  34 人 8.4% 

 

４ 子どもがのびのび育つ社会環境

にないから 
  14 人 3.5% 

 

５ 自分や夫婦の生活を大切にした

いから 
  19 人 4.7% 

 

６ 高齢での出産に不安があるから   48 人 11.9% 
 

７ 育児の精神的、身体的負担が大

きいから 
  40 人 9.9% 

 

８ 健康上の理由から   17 人 4.2% 
 



９ 欲しいけれどもできないから   35 人 8.6% 
 

１０ 配偶者が望まないから   13 人 3.2% 
 

１１ 配偶者の家事・育児への協力が

得られないから 
  9 人 2.2% 

 

１２ 一番下の子どもが成人するまで

は働いていたいから 
  5 人 1.2% 

 

１３ その他   34 人 8.4% 
  

 

（問１４）あなたが２人以上の子育てをするのに必要だと思う１世帯当たりの年収の額をお答えください。  

１ ３００万円未満   7 人 1.7% 
 

２ ３００万円から４００万円程度   45 人 11.1% 
 

３ ４００万円から５００万円程度   107 人 26.4% 
 

４ ５００万円から６００万円程度   120 人 29.6% 
 

５ ６００万円以上   110 人 27.2% 
  

 

（問１５）あなたは、仕事を子育てを両立するためには、職場においてどのような取組を進めることが必要だ

と思いますか。３つまで選んでください。  

１ 育児休業中の賃金その他の経済

的給付の充実 
  183 人 45.2% 

 

２ 育児休業期間を法定期間（子ども

が１歳になるまで）以上に取得できる

ようにする 

  72 人 17.8% 
 

３ こどもが病気やけがの時のために

休暇制度（子の看病休暇）の拡充 
  221 人 54.6% 

 

４ 子育て中の社員について、労働時

間の短縮や労働時間帯の変更を柔

軟に行う 

  171 人 42.2% 
 

５ 事業所内の保育施設の充実   88 人 21.7% 
 

６ 育児休業などが気兼ねなく取得で

きる人的体制の整備や雰囲気づくり

を進める 

  171 人 42.2% 
 

７ 育児休業などの利用者が給与や

ポストなどの待遇で不利な扱いを受

けないようにする 

  79 人 19.5% 
 

８ 育児休業取得中のフォローや復

職時研修の実施などのサポート体制

の充実 

  63 人 15.6% 
 

９ 出産・子育てのために退職した社

員の元の会社への再雇用の促進 
  80 人 19.8% 

 



１１ 特にない   6 人 1.5% 
 

１２ 分からない   8 人 2% 
 

１３ その他   12 人 3% 
  

 

（問１６）あなたは、仕事と子育ての両立のため行政にどのような施策を期待しますか。 

２つまで選んでください。  

１ 子育てがしやすい雰囲気づくり   159 人 39.3% 
 

２ 良い事例の普及・表彰   22 人 5.4% 
 

３ 父親の育児スキルの向上支援   42 人 10.4% 
 

４ 保育の充実   195 人 48.1% 
 

５ 企業（事業所）への働きかけ   126 人 31.1% 
 

６ 強制力のある制度改正（育児休

業取得等） 
  166 人 41% 

 

７ 行政が関わる必要は無い   4 人 1% 
 

８ 企業（事業所）への財政支援   88 人 21.7% 
 

９ 分からない   4 人 1% 
 

１０ その他   6 人 1.5% 
  

 

（問１７）あなたは、鳥取県外で就学または就職をされたことがありますか。  

１ ある   265 人 65.4% 
 

２ ない   139 人 34.3% 
  

 

（問１８）現在、鳥取県で生活されている理由をお答えください。  

１ 県内で希望する就学先・就職先

が見つかったから 
  62 人 15.3% 

 

２ 家族、友人が県内で生活してい

るから 
  132 人 32.6% 

 

３ 子育てがしやすい環境（教育、保

育料、子育て支援サービスなど）が

整っているから 

  2 人 0.5% 
 

４ 経済的に安価に生活できるから   9 人 2.2% 
 

５ 自然環境に恵まれているから   30 人 7.4% 
 

６ 地域のつながりが強いから   11 人 2.7% 
 

７ その他   40 人 9.9% 
  

 



（問１９）県外で就学・就職されなかった理由をお答えください。  

１ 県内で希望する就学先・就職先

が見つかったから 
  66 人 16.3% 

 

２ 家族、友人が県内で生活してい

るから 
  57 人 14.1% 

 

３ 子育てがしやすい環境（教育、保

育料、子育て支援サービスなど）が

整っているから 

  1 人 0.2% 
 

４ 経済的に安価に生活できるから   10 人 2.5% 
 

５ 自然環境に恵まれているから   5 人 1.2% 
 

６ 地域のつながりが強いから   3 人 0.7% 
 

７ その他   11 人 2.7% 
  

 

（問２０）あなたは、鳥取県の人口が減少することについて危機感を感じていますか。  

１ 感じている   184 人 45.4% 
 

２ 少し感じている   132 人 32.6% 
 

３ あまり感じていない   81 人 20% 
 

４ 分からない   8 人 2% 
  

 

（問２１）人口減少を食い止めるために必要な施策は何だと思いますか。 

次のうちから３つ選んでください。  

１ 子育てや教育にかかる経済的負

担の軽減 
  217 人 53.6% 

 

２ 子育ての負担を軽減するサービ

スの充実（病児保育、一時預かり、

家事サービス） 

  148 人 36.5% 
 

３ 妊娠・出産への助成拡大   107 人 26.4% 
 

４ 希望が叶う就職先の拡大   178 人 44% 
 

５ 子育てに対する企業の理解や支

援の充実 
  109 人 26.9% 

 

６ 娯楽施設や大型商業施設などの

充実 
  72 人 17.8% 

 

７ その他   30 人 7.4% 
  

 

 


